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私は新Ꭵをᛠớのがڤきです。日ኺ新Ꭵ、静岡新Ꭵをᛠん

でいます。中でも新Ꭵݱ説がڤきで、静岡新Ꭵの「சだ本能

にあり」はᾣᾥのἅἳンἘーターにも出ている今஭፽ԍさんݢ

で、今日113回で̮長は本࢘に本能ݢで死んだのかというئ

面です。日ኺは4月1日から変わったばかりで「タイム・アフ

ター・タイム」でʁ振りのྵˊもので楽しみです。日ኺの「私

のޗഭ୿」が大ڤきで、年12人50年でも600人しかᢠばれま

せん。自分なりに分᫏すると①大˖ಅで᪴ࢌって঺果を上

げଞりつめた人②ܫ·・学者・ᑸᘐလሁ様々な分野でᓸ名

な人③оಅ者・ʚˊ目で時ˊに合わせ新২ᘐ・新˖ဒで঺

ыした人に分けられると思います。そんな中で㋑᪴ࢌったん

だと感ນできる人㋺年齢が近くて同時ˊをഩんできた人は

σ感が強くすごいなとݭ૟してスクラップしています。時ˊ的

にׇجの世ˊ、২ᘐ変᪃期であったこともあります。名前を

ਫげるとᾀኢ上には野本ࢀ文（東࣯会長）Ӵ野ࢧ（リチỸムイ

Ỽンᩓ൷開発者。ἠーἫルច）ᠼ野џ（ἴンἫルоಅ者）同

ኢ生ではᆖᓶ善治（フỳナック会長、оಅ者の長男）҅岡伸

一（東大名ᛎ૙੉・૎治学者）ᾀኢ下では岡ᕲ正࠼（˙ᕲࣙ

会長）安部̲ʶ（Ӵ野家会長）東Ջᢹ（東ʮỺレクトロンΨ

社長）ූ߷ԧ宣（ジἵストシスἘムоಅ者・一ٽᢹ）この３月

はἅロナᅤで大活躍したރ身ᒔさんでᾀኢ下でした。４月は

平ʟ一夫（ソニーΨ社長）さんで一回り下ですが楽しみで

す。ޗഭ୿の್にある文化ഇもӲ地Ӳᆔの文化を取り上げ

ていて、気になるものを̬存しています。ᛠみਾてにしない

でスクラップ作ಅをすることが自分にとってᏄやしになってい

ると思ってやっています。

幹事報告
1.本日の例会、Ң話はᅸޛऑʰ君です。よろしくお願いします。

2.次回ٸ間例会はᒁంʩ੭中学生のإԓ会です。

欠席者　赤池君、須田君、諏訪部（行）君、諏訪部（照）君、
　　　　西川君
　　　

出席報告
出席総数

前々回 35/46 73.91% 37/46 75.51％
45/50 88.00％ 53名会員総数今 回

出 席 率 メ ー ク
ア ッ プ

修 正
出 席 率

幹事　加藤憲勝君

国 歌 斉 唱 四 つ の テ スト

◆鈴木（正）君、先ᡵもお願いしましたが、４月２０日（日）沼津市

民文化センターで明治大学マンドリン倶楽部第４６回定期演

奏会を地Ψఄ友会で開催します。チケットをぜひおᝰい൭めく

ださい。ݵ、パンフレットのスポンἇーになってくれている方ᾇ名

にはチケット２௏をおบししますが、次回パンフレットと一ደにお

บしし集᣿する予定ですが、来ᡵ出ࠗできない方には本日チ

ケットをおบししますのでお声がけください。

◆木஭君、４月ᾀ日付で長男ᘽ（ひろし、４ᾄৗ）が会社にλりまし

た。皆様よろしくお願いします。

◆ᆿ田君、４月７日から木߻のロクロをやる女܇がλ社します。᜿

田木஬も女܇が増えて明るくなります。ありがたいことです。

◆Ӟދ君、本日から通常会員としてよろしくお願いᐲします。

◆ᅸޛ君、長女が三島に৏ってきて三島でݼ職しました。おᑶ

さんです。おᑶのご用がありましたらお声がけください。次女ދ

三女（ӑ܇）も無事ࠎஓの高ఄに受かり、来ᡵから高ఄ生にな

ります。̓܇たちが࠳せな人生を送れるようにỼἶジはもうすこ

しがんばります。



※紙面の都合で残りの委員会は次号に掲載しますロータリーで学び、楽しもう

（週報担当：小塚英樹）

３月２７日のスマイル

◆岩崎君、この度、転勤により三島西ロータリークラブを離れるこ

ととなりました。在籍させていただいた３年の間、皆さまにはご指

導、ご鞭撻、あたたかいご厚情をいただき、誠にありがとうござ

いました。おかげさまでロータリー活動を通じ大変有意義な時

間を過ごすことが出来ました。転勤しても市内で生活しており

ますので、どこかでお会いした際は「やあ！」とお声がけ頂けれ

ば嬉しいです。皆さまのご健勝と三島西ロータリークラブのご

発展を心より祈念しております。

◆勝俣君、私の会社が運営する三島市本町のパーソナルトレー

ニングジムですが、おかげさまで、この春で９年目を迎えます。

この節目に、新たに２名のスタッフを迎えることとなり、一層気

を引き締めていきたいと思い、スマイルを送らせていただきま

す。つきましては宣伝で恐縮ですが、新規会員を絶賛募集中

です！三島西ロータリーの皆さまやご家族・ご友人の方のため

に、特別に無料体験券をご用意いたしました。ゴルフの飛距

離アップ、生活習慣病の予防、慢性的な腰痛・肩こりの改善

など、ご興味のある方がいらっしゃいましたら、ぜひ勝俣までお

気軽にお声かけください！

◆鈴木（正）君、今年も明治大学マンドリン倶楽部、第４６回定期

演奏会が４月２０日に沼津市民文化センターで開催されます。

チケットは鈴木が持っていますので宜しくお願いします。机の

上にチラシを置いています。

◆野田君、昨年３月から通い始めたフィットネスクラブの効果でし

ょうか。先日の人間ドックで気になっていた血糖値が特に心配

なしとのことで薬づけの循環器ながら、とりあえずひと安心です。

害を受ける地域の人口、そしてその地域の社会的な脆弱性が影響を

与えます。たとえば、降水量の増加や地震の頻発など、自然の外力は

年々強まってきています。実際、1時間に80mm以上の強い雨は、40年

前の2倍に増えていると言われています（気象庁）。また、近年では大

規模な地震が頻発しています。1995年の阪神・淡路大震災から、2011

年の東日本大震災、そして2024年の能登半島地震など、大きな地震

が続いており、今後も同様の地震が発生する可能性があります。

3. 静岡県の南海トラフ巨大地震の被害想定

たとえば、静岡県では南海トラフ巨大地震が発生すると、死者は10万9

千人を超えるとされています。その内、9万5千人は津波によるもので

す。三島市や長泉町、清水町、函南町は津波による直接的な被害は

少ないということになっていますので、ここにいるほとんどの方は建物倒

壊や家具の下敷きに気を付けるべきだといえます。

4. 社会の脆弱性と高齢化社会

災害に対する脆弱性は、私たちの社会が直面している問題とも深く関

係しています。例えば、過去100年間で日本の平均寿命は倍以上に延

びました。男性は41歳から81歳、女性は43歳から87歳と大きく伸びてい

ます。しかし、75歳以上の高齢者の人数は、過去25年間で2.6倍に増

え、また、高齢者単身世帯は3.2倍に増加しています。さらに、75歳以上

の3分の1が要介護や要支援状態にあります。これにより、災害時には

自力で避難できない人々が多く、避難生活を送れない状況に陥る可

能性が高くなっています。また、近所付き合いや自治体職員の人数も

減少しており、災害時には支援体制が十分に整わない恐れがあります。

5. 正常化の偏見と備えの重要性

「正常化の偏見」とは、異常な状況に直面しながらも「自分は大丈夫だ

ろう」「たいしたことはないだろう」と思い込んでしまうことです。この考え

方が災害時に危険を招きます。だからこそ、災害はいつ起こるかわか

らないということを意識し、早めに備えておく必要があります。家具の固

定・窓ガラスの飛散防止・様々な備蓄・持ち出し袋の準備・避難行動

の確認など…やらなくてはならないこと、やったほうが良いことはたくさん

ありますが、いっぺんに全部整えるのは困難かと思います。ですからま

ず、「家具の固定」や「家の中にセーフゾーンを作る」ことをやってくださ

い。地震が起こった時に、自分や家族が大けがをしないこと、命を落と

さないことが一番大事です。次に、「災害用トイレの備蓄」をしてくださ

い。1日5回×家族の人数×7日分のトイレを備蓄することを推奨しま

す。

6. 近所とのつながり

災害時には、周囲の人々とのつながりが非常に大切です。2011年の東

日本大震災では、誰が逃げるように伝えたか、誰が支援したかという調

査で、最も多かったのは「家族・同居人」、次に「近所・友人」でした。つ

まり、近所や友人との関係を密にしておくことが、災害時に生き残るた

めの大きな助けになります。仮に、自分がけがをしたり家具の下敷きに

なって動けなくなっても、近所の人が気が付いて助けてくれれば、生存

確率は飛躍的に高まります。

7. まとめ

では、最後に今日お話ししたポイントを振り返りましょう。

①家具の固定や家の中にセーフゾーンを作ること

②災害用トイレの備蓄（1日5回×家族人数×7日分）

③三人の近所の人と密接につながりを持つこと

まずはこの3点に取り組んでください。防災には「ここまでやれば万全」と

いうゴールがありません。ですが、まずこの3点をやっていただければ、

命を損なわない可能性が高まります。

ご清聴ありがとうございました。

今日は災害に備えるためにどのような対策が必要か、そして災害時に

どのように行動すべきかについてお話しします。災害は突然やってくる

もので、事前に準備していないとその時にうまく対応できません。特に、

慌てると冷静に対処できなくなり、より多くの困難に直面することになりま

す。だからこそ、日頃から訓練を重ね、いざという時に備えておくことが

非常に重要です。

1. 地震の被害の大きさ

地震は予測できない災害であり、その影響は非常に大きいものです。

例えば、能登半島地震では、地震の揺れの強さ、耐震性の問題、そし

て道路ネットワークの寸断などが大きな問題となりました。特に、能登

半島のような半島という立地条件では、ライフラインの停止や高齢化

社会の影響、また、季節によっては暑さや寒さが避難生活に加わり、

避難生活そのものが過酷なものになります。

さらに、地震による影響で直接的に命を落とすケース（例えば、家具や

建物の下敷き）や、避難生活中に体調を崩して命を落とすケースもあ

ります。また、過酷な避難生活が続く中では、栄養不足や体力低下が

進み、感染症のリスクが高まります。

2. 災害被害の方程式

災害による被害は、次の方程式で説明されることがあります。

自然の外力 × 人口 × 社会の脆弱性、つまり、自然災害の強さ、災

卓　話
災害から命を守る

秋山恭亮君
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